
いぐさ茎色診断による第１回追肥（ならし肥）開始時期

［要約］込_皇哩豊の盆_且竺胆は、４月に豊里が早くから落ちる場合、水稲用ｶﾗーｽｹーﾙ
値で4.5程度になった時に施用する。また、茎色が4.5以上で推移する場合のならし
肥は、 県施肥基準どおり５月上旬に施用する。
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［背景・ねらい］

近年、外国産のい製品の輸入が急増している。これに対抗して、本県産いぐさの需要拡
大を図るためには、高品質のい製品を生産する必要があり、良質いぐさの生産が不可欠と
なる。そこで、生育診断を行うことによって、良質いぐさの安定生産のための適切な肥培
管理を明らかにする必要がある。

いぐさ普通刈栽培での県施肥基準では、第１回追肥（ならし肥）開始時期は５月上旬と
なっている。しかし、年次によっては茎色が早くから落ちて、５月上旬まで待てない場合
がある。そこで、このような場合の対策として、水稲用ｶﾗー ｽｹー ﾙを用いて４月上旬から下
旬の茎色を測定し、ならし肥の施用時期を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①いぐさの茎色は、４月中旬から落ち始めるが、落ち方の程度には年次間や圃場間に差異
があり、主に３つのパターン（Ａ、Ｂ、Ｃ）に分けられる（図１）。

②茎色が早くから落ちる場合（ﾊ゚ﾀーﾝA、ハ・ﾀーﾝB）のならし肥は、ｶﾗーｽｹーﾙ値が4.5程度にな
った時に施用すると長茎重が増加する（図２）。

③茎色が4.5以上で推移する場合（ﾊ゚ﾀーﾝC）のならし肥は、県施肥基準どおり５月上旬に施
用すると長茎重が安定する（図２）。

［成果の活用面・留意点］

いぐさ栽培指導盗料に登載し、いぐさ普通刈栽培の第１回追肥（ならし肥）開始時期の
判断基準として活用する。
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図２追肥（ならし肥）施用時期の茎色と収量
瀧）①※は施肥蛾叩どおりならし肥を施川

②－はならし肥を街酬


